
総務省統計局資料より

本年１１月に「平成１９年全国物価統計調査」が実施されます。

全国物価統計調査とは？

全国物価統計調査は、消費者が購入
する主な商品の販売価格やサービスの
料金などについて、全国の６７３市町村
の約１７万店舗・事業所を対象として行
う物価に関する大規模な調査です。
この調査では、店舗の業態や規模、
販売方法などによる価格の違いを明ら
かにします。
また、通常価格に加えて、曜日別の
価格や特売による価格の実態も明らか
にします。
さらに、物価の地域間格差を明らかに
するため、全国物価地域差指数を作成
します。

※ この調査は、国の重要な統計調査
として、統計法に基づく指定統計調査と

どのような結果が分かるので

すか？

調査の結果から以下のようなことが明
らかになります。
●一般小売店、スーパー、量販店など、
店舗の業態の違いによる価格差
●従業者数、売場面積などの店舗規模
による価格差
●パート・アルバイト比率による価格差
●店舗の特徴づけの違いによる価格
差（低価格、高品質・こだわりの商品や
サービスの充実など）
●通信販売と店頭販売による価格差
●通常価格に加えて、曜日別の価格や
特売による価格の実態

調査結果はどのようなことに
利用されるのですか？

調査の結果は、以下のように国や地方
公共団体の各種行政施策の基礎資料
として、また、学術研究などの基礎資料
として利用されています。
■国・地方公共団体における物価対策
のための基礎資料
■価格決定要因の解明のための基礎
資料
■給与における地域給や生活保護費
等の地域的調整のための基礎資料

平成１４年全国物価統計調査 調査結果から

特売価格編（平成１５年７月３０日公表） 結果の概要

都道府県別にみる通常価格と特売価格の価格水準

◆牛乳は、通常価格、特売価格共に、東日本が西日本より安い傾向にある。
◆食用油は、通常価格では都道府県間格差が大きいが、特売価格では格差が小さい。

○ 下表は、特売実施率の最も高い「大規模スーパー」について、特売実施率の高い上位５品
目（「牛乳」、「砂糖」、「食用油」、「鶏卵」及び「ティシュペーパー」）のそれぞれの品目の通常価


